
1

□
■ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

男女共同参画センター一般事務事業 男女共同参画センター

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

　毎日開館している当センターにおいて、様々な市民向けの意識啓発講座等
を企画する非常勤職員及び事業全般を補助する臨時雇用員の任用は、限ら
れた職員体制の中で必要不可欠である。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑥
男女共同参画センター

運営事業

人権政策室
男女共同参画セン

ター

男女共同参画センターの運営について審議する委員、講座企画する
非常勤職員及び事業全般を補助する臨時雇用員に関すること

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

18,808
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

　貸館等で市民グループの活動支援を行うとともに、情報提供の場としても多
くの市民に利用されているが、建設から34年が経過し年次的な修繕が必要で
ある。
　更なる施設利用向上に向け、当センターの認知度を向上させるため、SNSを
うまく活用し広報する必要がある。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑤
男女共同参画センター

施設管理事業

人権政策室
男女共同参画セン

ター
男女共同参画センターの施設維持管理に関すること

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

23,648
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・Ｗリボンバッジの売上と寄付金等が基金の財源に影響することから、安定し
た運営のため、Ｗリボンバッジの更なる販売促進や企業等への積極的な周
知、協賛が必要である。

令和 元 年度

継続

実施区分

④
ダブルリボンプロジェクト

基金積立事業
人権政策室

Ｗリボンバッジの売上金の一部及び寄付金等をダブルリボンプロジェ
クト基金に積み立てる。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

1,861
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・相談件数は増加傾向にあり、被害者の保護と自立に向けた支援を各々の被
害者の状況を考慮し、適切に行った。
・相談内容について、DV防止法の対象外の方や障がい、児童虐待等、様々な
要因が複合し、複雑化した内容が増加しているため、関係機関とのより一層の
連携が必要となっている。

令和 元 年度

継続

実施区分

③ ＤＶ防止対策事業 人権政策室
配偶者等からの暴力の被害者の保護と支援、DV防止のための啓発
を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

736
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・年に2回市報すいたに男女共同参画推進のための特集記事を掲載し、中学
生向けの啓発冊子「エール」を市内全中学2年生に対し配布し啓発を行った。
今後、他学年への啓発手法についても検討していく必要がある。
・男女共同参画意識の醸成には継続した啓発が有効だが、インターネットや
SNS等の普及に伴い、有効な啓発内容や方法を検討する必要がある。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 啓発事業 人権政策室
男女共同参画意識を醸成するために、意識啓発・情報提供の啓発冊
子等を発行する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

1,114
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 ・男女共同参画社会の形成は短期的に実現できるものではないため、市民や

事業者に対し、継続的に意識啓発のための事業を実施する必要がある。
・男女共同参画プランの進捗管理を効率的に行うため、年次報告の様式を見
直した。
・効率的に進捗管理を行うため、審議会の意見を年次報告や担当室課にどの
ように反映していくかを検討する必要がある。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

①
男女共同参画プラン
策定・推進事業

人権政策室
男女共同参画推進条例に基づき男女共同参画プランを策定し、推進
を図ると共に、男女共同参画施策の進捗状況を把握し、分析・評価す
る。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

471
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

113 施策 男女共同参画の推進

男女共同参画事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

3



2

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

3

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

113 施策 男女共同参画の推進

男女共同参画事業 枚のうち

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑦
男女共同参画センター
主催講座等事業

人権政策室
男女共同参画セン

ター

男女共同参画の意識啓発や課題解決に向けた主催講座や講演会の
開催等に関すること

市が独自に実施し
ている事務

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑧
男女共同参画センター

保育事業

人権政策室
男女共同参画セン

ター
保育スタッフの育成と一時保育の実施に関すること

市が独自に実施し
ている事務

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

　意識啓発や課題解決に向けた多様な講座等を開催するにあたり、企画内
容、広報手段ともに工夫をこらしているが、思うように受講者数が伸びない講
座や本来ターゲットとしている層の受講者が少ない場合もある。より市民ニー
ズに合った講座開催に向け、検討していく。

令和 元 年度

継続（千円）

2,919
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

　子育て中の女性の社会参画を支援する目的で実施している。一時保育が利
用出来ることで利用者の満足度が高い。
　また、地域における保育ニーズに対応できる人材を育成していくことも目的
の一つであり、今後も保育スタッフの育成を継続していく必要がある。

令和 元 年度

継続

（千円）

300
※課題があるものは■

（千円）

1,068
※課題があるものは■

令和 元 年度

継続

実施区分

⑨
男女共同参画センター

調査研究事業

人権政策室
男女共同参画セン

ター

男女共同参画の推進に関わる課題についての調査研究の実施に関
すること

市が独自に実施し
ている事務

事業名

年度

継続
1,518

※課題があるものは■

所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

⑩
男女共同参画センター

啓発事業

人権政策室
男女共同参画セン

ター
広報誌「ソフィア」の編集発行に関すること

市が独自に実施し
ている事務

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

実施区分

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

　男女共同参画の推進に関わる課題についてその時々の社会情勢や当セン
ターの事業の課題を改めて検討できる貴重な機会であり、今後の事業展開に
必要なものであると考える。
　手法については、前回よりその分野の専門家による研究とその成果を報告
書として刊行する形を採ることで、効率性、有効性が上がっている。

人権政策室
男女共同参画セン

ター
女性のための悩み相談、電話相談、法律相談に関すること

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

2,522
※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

　ホームページをリニューアルし相談機関の周知に努めた。新規相談者の予
約をなるべく早い時期に取れるよう新規の相談者枠を確保した。令和２年度に
向けて子連れで相談へ来る方へ保育付きの相談日の検討を行った。課題とし
ては、相談枠の拡充と直前のキャンセル対策などを検討する必要がある。

令和 元 年度

継続

評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

（千円）

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

　広報紙である「ソフィア」を発行し市内各所に配布することで、男女共同参画
の意識啓発を行う。合わせて、当センターの存在を周知し、利用者の拡大に繋
げる。「ソフィア」を通して男女共同参画についての視点や意図が正しく伝わっ
ているのかを検証出来ていないことが課題である。今後も読者へのニーズを
意識した内容を目指していく。

令和 元

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

3,392
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑪ 女性のための相談事業

　情報ライブラリーは、講座受講後の学習や男女共同参画推進員による講座
企画、広報活動等に欠かせないものであるため、今後ともさらに有効な活用方
法を検討していく必要がある。また、ホームページのリニューアルに向けて取
組み、情報ライブラリーのさらなる利用者増を目指して、男女共同参画推進員
とともに工夫をこらしていく。

令和 元 年度

継続

実施区分

⑫
男女共同参画センター
情報収集・提供事業

人権政策室
男女共同参画セン

ター
男女共同参画推進に関する図書や資料の収集と提供に関すること

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

事業名 所管室課 事業名



3

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

所管室課事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑱

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑰

（千円）

※課題があるものは■

決算額（事業費）
評価の視点

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑯

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑮

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑭

（千円）

※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 　DV相談のニーズは年々高くなっており、相談日までの待ち時間が長いことが

大きな課題であったが、令和２年度に向けて、相談枠、相談時間の拡充に取
組む。
　少しでも早い段階からDV防止の啓発をするため、中学生・高校生・大学生を
対象にデートＤＶ予防啓発出前授業を実施しているが、小学生対象の講座に
ついても令和２年度からの実施に向け準備を進める。

令和 元 年度

拡充

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

⑬ ＤＶ防止対策事業
人権政策室

男女共同参画セン
ター

DV相談の実施に関すること、DV被害者が自立に至るまでの継続的
な支援に関すること、DV防止に向けた啓発を行うこと

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

3,315
※課題があるものは■

管理事業　　　　　　　　　　　　　　男女共同参画事業 3 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和元年度

施策コード 113 施策 男女共同参画の推進


